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夜
が
更
け
て 

歌
声
響
く 

猫
の
恋 

 
 

主
事 

熱
戦 

新

春

囲

碁

将

棋

大

会 

 

一
月
六
日
（
日
）
、
日
吉
住
民
セ 

ン
タ
ー
で
、
新
春
囲
碁
将
棋
大
会 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
は
も 

と
よ
り
、
西
予
市
、
四
万
十
市
か 

ら
参
加
さ
れ
た
三
十
名
の
愛
好
者 

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

  
 

成
績
は
次
の
と
お
り 

囲
碁
の
部
Ａ
級 

 

優
勝 

真

田

佳

勲 

準
優
勝 

高

橋

宥 

囲
碁
の
部
Ｂ
級 

優
勝 

井

谷

和

隆 

準
優
勝 

二

宮

利

夫 

 

将
棋
の
部
Ａ
級 

優
勝 

山

本

静

男 

将
棋
の
部
Ｂ
級 

優
勝 

森

枚

男 



 

- 2 -

       
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ２月４日（月）、住民センター調理室で、鬼北町

生活研究協議会主催の｢メンズエプロン教室｣が

開催されました。１５人の男性が参加されました

が、皆さん見事な包丁さばきで、シシ汁をはじめ

４品に挑戦されました。 

 １２月２２日（土）、日吉保健センター調理室で

｢クリスマスケーキを作ろう｣が開催されました。

低学年の参加者が多かったのですが、それぞ

れ工夫を凝らしたケーキが出来上がりました。

 ２月５日（火）から２月１１日（月）の期間、住民

センターロビーで、鬼北地区移動美術展が開催

されました。絵画、写真、陶芸等、６８点の展示

があり、多くの方々が鑑賞されました。 

 絵画教室受講生からも、秋の風景画など３点

の出展がありましたが、他の作品に負けない

出来栄えでした。 
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公
民
館
主
事
を
し
て
い
る
と
、
各
方
面
か
ら

原
稿
の
執
筆
依
頼
が
あ
る
の
だ
が
、
机
の
引
き

出
し
を
整
理
し
て
い
た
ら
、
平
成
十
四
年
に
北

宇
和
郡
公
連
関
係
の
広
報
誌
に
掲
載
さ
れ
た
原

稿
が
出
て
き
た
。
つ
た
な
い
文
章
で
は
あ
る
が

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

  
｢

国

鉄

第

一

〇
四

号

線

｣
 

  

住
民
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
の
展
示
ケ
ー
ス
に
井
谷

正
命
氏
の
肖
像
画
と
写
真
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

人
が
初
代
村
長
を
さ
れ
た
方
だ
な
ぐ
ら
い
な
気
持
ち

で
毎
日
な
に
げ
な
く
見
て
い
た
。
こ
の
人
の
偉
大
な

業
績
に
つ
い
て
は
、
小
学
生
の
頃
か
ら
こ
と
あ
る
ご
と

に
聞
い
て
い
た
の
に
そ
れ
を
何
一
つ
満
足
に
語
れ
な
い

今
の
自
分
に
気
付
き
恥
か
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
今
回
自
分
自
身
の
学
習
の
た
め
に
も
こ
の
井
谷

正
命
氏
（
以
下
先
生
と
言
う
）
の
業
績
を
み
つ
め
な

お
し
、
皆
さ
ん
に
も
御
紹
介
し
た
い
と
思
う
。 

先
生
は
明
治
元
年
六
月
十
五
日
、
当
主
庄
治
為
祥
の

三
男
に
生
ま
れ
幼
名
を
辰
三
郎
と
よ
ん
だ
。
十
五
の

春
、
旧
城
下
吉
田
学
校
に
在
学
中
旧
藩
士
今
城
通
言

に
請
わ
れ
て
そ
の
養
子
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
兄
二
人

が
病
で
逝
っ
た
た
め
養
子
か
ら
も
ど
り
井
谷
家
を
継
ぎ

正
命
に
改
名
し
た
。
と
き
に
十
九
歳
で
あ
っ
た
。 

想

い
出

の
原

稿 
 

明
治
二
十
三
年
市
町
村
制
が
実
施
さ
れ
、
従
来
の

日
向
谷
、
上
鍵
山
、
下
鍵
山
、
父
野
川
、
上
大
野
の

五
ヵ
村
が
合
併
統
合
さ
れ
日
吉
村
に
な
っ
た
。
前
述
の

と
お
り
先
生
は
初
代
村
長
に
就
任
し
た
わ
け
だ
が
、

関
西
法
律
学
校
に
学
ん
だ
と
い
う
、
そ
の
新
知
識
を

村
の
人
達
が
高
く
評
価
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後

東
宇
和
郡
魚
成
村
村
長
、
愛
媛
県
会
議
員
、
北
宇
和

郡
会
議
長
等
多
く
の
重
責
を
担
わ
れ
て
い
る
。 

 

先
生
は
交
通
機
関
に
は
特
に
力
を
そ
そ
が
れ
宇
和
島

ー
須
崎
線
、
長
浜
―
日
吉
線
の
県
道
開
設
に
肱
川
を

さ
か
の
ぼ
る
国
鉄
第
一
〇
四
号
開
通
は
、
先
生
畢
生

の
大
事
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
鉄
道
敷
設
技
術
の
進
歩

と
政
変
に
よ
り
国
鉄
一
〇
四
号
線
は
一
〇
三
号
線
に

転
換
さ
れ
代
行
の
国
営
バ
ス
が
開
通
し
た
。
多
年

一
〇
四
号
線
完
成
の
た
め
に
全
身
全
霊
を
捧
げ
た

先
生
に
と
っ
て
一
大
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。 

 

日
吉
に
来
ら
れ
た
方
は
お
分
か
り
に
な
る
と
思
う
が

役
場
付
近
の
整
っ
た
家
並
み
、
幅
の
広
い
道
路
は
、

元
は
田
ん
ぼ
で
あ
っ
た
が
、
先
生
自
ら
道
を
抜
き

そ
れ
に
沿
っ
て
宅
地
を
つ
く
ら
れ
、
商
工
業
を
奨
励

せ
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
土
地
が
み
な
井
谷
家
の

所
有
地
で
あ
っ
た
た
め
任
意
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

先
生
は
今
日
の
車
社
会
を
当
時
か
ら
予
測
で
き
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

日
吉
に
は
昔
、
日
吉
実
業
学
校
が
あ
っ
た
が
、
設
立

者
は
先
生
で
あ
る
。
自
ら
校
長
と
な
り
農
村
青
年
の

育
英
に
専
念
さ
れ
た
。
こ
れ
も
日
吉
尋
常
小
学
校
に

高
等
小
学
校
が
併
設
さ
れ
て
か
ら
閉
校
し
た
。
こ
の

学
校
で
教
育
を
受
け
た
約
五
十
名
の
人
々
は
、
そ
の
後 

村
の
中
堅
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。
先
生
は
県
政
友
会 

の
中
心
人
物
だ
っ
た
。
愛
治
村
の
玉
井
卓
蔵
氏
、
畑
地 

村
の
赤
松
泰
苞
氏
等
と
連
携
し
郡
政
に
県
政
に
貢
献 

さ
れ
た
。
政
友
会
員
と
い
え
ば
保
守
一
点
張
り
の
よ
う 

で
あ
る
が
、
先
生
は
保
守
で
も
進
歩
的
な
改
革
派
で 

時
勢
達
観
の
叡
智
に
富
ん
で
お
ら
れ
た
。
昭
和
九
年 

一
〇
月
二
四
日
先
生
は
そ
の
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
。 

葬
儀
に
列
さ
れ
た
当
時
の
宇
和
島
市
長
で
あ
り
生
前 

の
政
友
で
あ
っ
た
山
村
豊
次
郎
氏
の
弔
辞
の
一
部
を 

紹
介
し
よ
う
。 

 

今
や
挙
世
滔
々
と
し
て
浮
華
軽
佻
、
利
に
走
り
名
を 

求
め
、
公
事
を
忘
れ
て
私
利
を
計
ら
ん
と
す
る
者 

少
な
か
ら
ざ
る
時
に
当
り
、
君
の
如
き
は
そ
の
終
生
を 

捧
げ
て
公
共
の
こ
と
に
竭
く
し
、
家
産
を
蕩
盡
し
て 

顧
み
ざ
る
も
の
果
た
し
て
幾
人
か
あ
る
。
君
の
熱
烈 

な
る
心
事
は
誠
に
天
人
の
と
も
に
感
ず
る
と
こ
ろ
に 

し
て
、
日
吉
村
が
そ
の
功
を
思
い
得
を
頌
し
村
葬
を 

も
っ
て
君
の
柩
を
送
る
は
故
あ
り
と
い
う
べ
く
、
君
の 

霊
又
も
っ
て
瞑
す
べ
き
な
り
。 

 

色
々
な
資
料
を
読
ん
で
先
生
を
探
求
し
た
が
明
治 

初
年
以
来
の
歴
史
は
先
生
の
業
績
と
関
係
な
し
に
は 

記
録
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
先
生
の
歌
で 

し
め
く
く
り
た
い
。 

 
 

吾
こ
そ
は
貧
し
く
な
る
も
吾
が
郷
の 

 
 
 
 
 

栄
え
行
く
こ
そ
楽
し
か
り
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

参
考
文
献 

｢

日
吉
村
誌｣ 

｢

風
雪
の
碑 

明
星
ヶ
丘｣ 
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孔雀
くじゃく

文
もん

銅製馨
けい

と金箔
きんぱく

貼飾り金具褐釉龍文壷（ルソン壷）
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国史跡指定記念企画       ～発掘調査成果と史跡指定までの歩み～ 

本坊跡の石積み 

 等妙寺旧境内は、鎌倉時代末期、天台

宗の改革を進めた高僧恵鎮の一派による

戒律復興運動と全国への普及の構想に

よって創建され、「遠国４箇戒場」と呼ば

れる戒場（僧を養成する修行道場）として

定められた地方寺院の一つである。当寺

は、中世を通じて隆盛し、四国における天

台律宗の拠点寺院として一時代を築い

た。鎌倉時代に興った仏教革新運動の具

体的な姿を伝える貴重な遺跡として高く評

価され、今年度、国の史跡として指定され

た。 

○開催期間 

  平成２０年３月１日～５月２５日 

○開催場所 

  歴史民俗資料館 １階企画展示室 

○観覧料金 

  大人（高校生以上）２００円 

  小人（中学生以下）無料 

○お問い合わせ 

  生涯教育課 文化振興係 

  TEL ０８９５－４５－１１１１（内線 414）

 昨年、世間を騒がせた事件に食品偽装問

題があった。食品加工販売会社、製菓会社

高級料亭グループなどが、賞味期限改ざん

産地・原材料の偽装等、自らの利益のために

ことごとく消費者を裏切った。今、問題になっ

ているのが、中国製毒入りギョーザ問題だ。

誰が、何の目的でこんなことをするのか？現在

のところ、真相解明に至っていないが、早急に解

決してもらいたい。最悪人命が奪われることにな

りかねないのだから。 

 寒さが続くせいもあって、うどんをよく食べる。揚

げや玉子はなくてもいいが、欠かせないのはネギ

である。裏の畑からいるだけ抜いてきてどんぶり

に入れる。香りがよく、ほどよい苦味がうどんに

よく合う。もちろん無農薬だ。ささやかではあるが

これも地産地消である。食の安全を求めていく

上でも見直されていくだろう。 


